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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）Ｎε－モノヘキサノイルリジン、Ｎε－モノオクタノイルリジンおよびＮε－モ
ノデカノイルリジンからなる群から選ばれる少なくとも一つからなる粉体、
　（Ｂ）無機粉体、および
　（Ｃ）油剤
を含有し、成分（Ａ）の内部摩擦角が１０．０～１７．０度である化粧料組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）がＮε－モノオクタノイルリジンからなる粉体である請求項１に記載の化粧
料組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）の含有量が化粧料組成物全体の０．１～９５重量％である請求項１または２
に記載の化粧料組成物。
【請求項４】
　成分（Ｂ）の含有量が化粧料組成物全体の４～９９．５重量％である請求項１～３のい
ずれかに記載の化粧料組成物。
【請求項５】
　成分（Ｃ）の含有量が化粧料組成物全体の０．０１～９５重量％である請求項１～４の
いずれかに記載の化粧料組成物。
【請求項６】
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　成分（Ａ）と成分（Ｂ）の配合割合（成分（Ａ）の重量：成分（Ｂ）の重量）が１：９
９～６０：４０である請求項１～５のいずれかに記載の化粧料組成物。
【請求項７】
　成分（Ａ）と成分（Ｃ）の配合割合（成分（Ａ）の重量：成分（Ｃ）の重量）が０．５
：９９．５～９０：１０である請求項１～６のいずれかに記載の化粧料組成物。
【請求項８】
　固形化粧料である請求項１～７のいずれかに記載の化粧料組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体、無機粉体および油剤を含有する化粧料
組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　炭素原子数１１以上のアシル基を有するＮ－長鎖アシル塩基性アミノ酸は、特有の板状
結晶構造を有し、これにより良好なすべり性を有するため粉体素材として化粧料に使用さ
れている。Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸粉体は、さらに、油性原料に由来する化粧料の
テカリ、ベタツキ感を抑える効果も有する（特許文献１）。また、Ｎ－長鎖アシル塩基性
アミノ酸を無機粉体の表面処理剤として用いることにより、無機粉体特有の硬い使用感や
乾燥感を抑え、柔らかい感触、高い保湿感を得る技術が知られている（特許文献２）。
【０００３】
　しかしながら、特許文献２にも述べられているとおり、無機粉体表面に付着せずに単独
で存在するＮ－長鎖アシル塩基性アミノ酸は、無機粉体およびＮ－長鎖アシル塩基性アミ
ノ酸から得られる化粧料のすべり、滑らかさ、およびのびを損ね、さらに化粧料が均一な
塗布膜にならないために、塗布後の肌の透明感およびツヤ感も損ねてしまう場合があった
。この問題は、Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸粉体を油性原料と組み合わせるとさらに顕
著になった。また、Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸粉体を含む組成物をプレスして固形化
粧料を作製すると、固形化粧料が硬くなりすぎる場合があり、固形化粧料の表面をスポン
ジなどでこすり取る際の固形化粧料の「粉取れ」が悪化したり、固形化粧料の表面をスポ
ンジなどでこすり続けるうちに表面がテカる「ツノ光」という現象を生じるという問題が
生じていた。また、上述の特許文献１および２の実施例には、炭素原子数６～１０の中鎖
アシル基を有するＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸を含有する化粧料は記載されていない。
【０００４】
　また、特許文献３には、Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸を含有する皮膚および毛髪化粧
料組成物が記載され、特許文献４には、Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸を含有する毛髪化
粧料組成物が記載されている。しかし、特許文献３および４の実施例には、Ｎ－中鎖アシ
ル塩基性アミノ酸粉体、無機粉体および油剤を含有する化粧料は記載されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－３３７５１９号公報
【特許文献２】特開２００１－２７９１２９号公報
【特許文献３】特開昭６１－１３７８０８号公報
【特許文献４】特開平１－２４２５１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、柔らかく、しっとりした感触を有し、塗布時のすべ
り、滑らかさ、およびのびに優れ、塗布後に優れた肌の透明感、およびツヤ感が得られる
化粧料であって、プレスして固形化粧料の形態にした場合には、粉取れ、耐衝撃性に優れ
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、ツノ光の発生しにくい化粧料を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らが鋭意研究を重ねた結果、特定のＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体、無機
粉体および油剤を組み合わせることにより上記課題を解決することができることを見出し
、本発明を完成した。
【０００８】
　即ち、本発明は以下の態様を含む。
　［１］　（Ａ）式（Ｉ）：
【０００９】
【化１】

【００１０】
（式中、Ｒは炭素原子数５～９の飽和または不飽和の直鎖炭化水素基を示し、ｍは１～４
の整数を示す）
で表されるＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸の１種または２種以上からなる粉体、
　（Ｂ）無機粉体、および
　（Ｃ）油剤
を含有する化粧料組成物。
　［２］　成分（Ａ）の内部摩擦角が１０．０～１７．０度である前記［１］に記載の化
粧料組成物。
　［３］　成分（Ａ）がＮε－モノオクタノイルリジンからなる粉体である前記［１］に
記載の化粧料組成物。
　［４］　成分（Ａ）の含有量が化粧料組成物全体の０．１～９５重量％である前記［１
］～［３］のいずれかに記載の化粧料組成物。
　［５］　成分（Ｂ）の含有量が化粧料組成物全体の４～９９．５重量％である前記［１
］～［４］のいずれかに記載の化粧料組成物。
　［６］　成分（Ｃ）の含有量が化粧料組成物全体の０．０１～９５重量％である前記［
１］～［５］のいずれかに記載の化粧料組成物。
　［７］　成分（Ａ）と成分（Ｂ）の配合割合（成分（Ａ）の重量：成分（Ｂ）の重量）
が１：９９～６０：４０である前記［１］～［６］のいずれかに記載の化粧料組成物。
　［８］　成分（Ａ）と成分（Ｃ）の配合割合（成分（Ａ）の重量：成分（Ｃ）の重量）
が０．５：９９．５～９０：１０である前記［１］～［７］のいずれかに記載の化粧料組
成物。
　［９］　固形化粧料である前記［１］～［８］のいずれかに記載の化粧料組成物。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、柔らかく、しっとりした感触を有し、塗布時のすべり、滑らかさ、お
よびのびに優れ、塗布後に優れた肌の透明感、およびツヤ感が得られる化粧料であって、
プレスして固形化粧料の形態にした場合には、粉取れ、耐衝撃性に優れ、ツノ光の発生し
にくい化粧料が得られる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の化粧料組成物は、（Ａ）式（Ｉ）で表されるＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸か
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らなる粉体（「成分（Ａ）」と略称することがある）、（Ｂ）無機粉体（「成分（Ｂ）」
と略称することがある）、および（Ｃ）油剤（「成分（Ｃ）」と略称することがある）の
組合せを含有することを特徴とする。成分（Ａ）～（Ｃ）の組合せを使用することによっ
て、上述の本発明の効果を達成することができる。以下、成分（Ａ）～（Ｃ）について順
に説明する。
【００１３】
［（Ａ）Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体］
　成分（Ａ）は、式（Ｉ）：
【００１４】
【化２】

【００１５】
（式中、Ｒは炭素原子数５～９の飽和または不飽和の直鎖炭化水素基を示し、ｍは１～４
の整数を示す）
で表されるＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸の１種または２種以上からなる粉体である。
【００１６】
　Ｒは、炭素原子数５～９の飽和または不飽和の直鎖炭化水素基を示す。その炭素原子数
は、好ましくは５、７または９であり、より好ましくは５または７であり、更に好ましく
は７である。炭化水素基は、好ましくはアルキル基である。アルキル基としては、ペンチ
ル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、ノニル基等が挙げられ、好ましくはペンチ
ル基、ヘキシル基、ノニル基であり、より好ましくはペンチル基、ヘプチル基であり、更
に好ましくはヘプチル基である。ｍは、１～４の整数、好ましくは２～４の整数、より好
ましくは３または４、更に好ましくは４である。
【００１７】
　成分（Ａ）は、好ましくは、Ｎε－モノヘキサノイルリジン（式（Ｉ）中、Ｒがペンチ
ル基であり、ｍが４の整数である化合物）、Ｎε－モノオクタノイルリジン（式（Ｉ）中
、Ｒがヘプチル基であり、ｍが４の整数である化合物）およびＮε－モノデカノイルリジ
ン（式（Ｉ）中、Ｒがノニル基であり、ｍが４の整数である化合物）からなる群から選ば
れる少なくとも一つからなる粉体であり、より好ましくはＮε－モノオクタノイルリジン
からなる粉体である。
【００１８】
　成分（Ａ）は、例えば、脂肪酸と塩基性アミノ酸との脱水縮合のような公知の方法によ
って合成することができる。脱水縮合に用いる脂肪酸としては、ｎ－ヘキサン酸、ｎ－ヘ
プタン酸、ｎ－オクタン酸、ｎ－ノナン酸、ｎ－デカン酸が挙げられる。塩基性アミノ酸
としては、２，３－ジアミノプロピオン酸、α，γ－ジアミノ酪酸、オルニチン、リジン
が挙げられる。脂肪酸および塩基性アミノ酸は、いずれも、１種のみを使用してもよく、
２種以上の混合物を使用してもよい。
【００１９】
　脱水縮合に用いる塩基性アミノ酸は、フリー体でも、塩でもよい。塩基性アミノ酸の塩
としては、例えば、塩酸塩、酢酸塩、硫酸塩、炭酸塩等が挙げられる。脱水縮合に用いる
塩基性アミノ酸としては、フリー体、塩酸塩、炭酸塩が好ましく、フリー体、炭酸塩がよ
り好ましい。脱水縮合には、塩基性アミノ酸のフリー体および塩の混合物、または２種以
上の塩基性アミノ酸塩の混合物を使用することもできる。
【００２０】
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　脱水縮合の反応温度としては、７０℃～２５０℃が好ましく、副反応を防ぐ観点から７
０℃～２００℃がより好ましく、７５℃～１８０℃が更に好ましい。
【００２１】
　脱水縮合の溶媒としては、例えば、トルエン、キシレン、ヘキサン、ヘプタン、オクタ
ン、ノナン、デカン、ウンデカン、ドデカン、トリデカン、テトラデカン、ペンタデカン
、ヘキサデカン、ヘプタデカン、オクタデカン、シクロヘキサン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホル
ムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルスルホキシド、Ｎ－メチルピロリドン、プロパノール、ブタ
ノール、ヘキサノール、ヘプタノール、オクタノール、酢酸、アセトニトリル等が挙げら
れる。溶媒は、１種のみを使用してもよく、２種以上を併用してもよい。副反応を防ぐ観
点から、トルエン、キシレン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、ノナン、デカン、ウンデ
カン、ドデカン、トリデカン、テトラデカン、ペンタデカン、ヘキサデカン、ヘプタデカ
ン、オクタデカン、シクロヘキサン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル
スルホキシド、Ｎ－メチルピロリドンが好ましく、トルエン、キシレン、デカン、ウンデ
カン、ドデカン、トリデカン、テトラデカン、ペンタデカン、ヘキサデカン、ヘプタデカ
ン、オクタデカン、シクロヘキサンがより好ましい。また、反応設備の観点から、採用す
る反応温度よりも高い沸点を有する溶媒を使用することが好ましい。
【００２２】
　成分（Ａ）（即ち、Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体）の内部摩擦角は、１０．０～
１７．０度が好ましく、１１．０～１６．０度がより好ましく、１１．５～１６．０度が
更に好ましく、１２．０～１５．０度が特に好ましい。該内部摩擦角は、Ｎ－中鎖アシル
塩基性アミノ酸粉体における塩基性アミノ酸部分の種類およびアシル基の種類、該粉体に
含まれる微細粒子の量、該粉体の製造時の反応率（特に、原料脂肪酸の残存率）等によっ
て変わる値である。該内部摩擦角は、例えば、式（Ｉ）における塩基性アミノ酸部分およ
びアシル基を選択し、粒径５μm以下の微細粒子の量を少なくし、反応率を９７％以上（
特に、原料脂肪酸の残存率を０．５重量％以下）とすることによって、前記の好ましい範
囲に調整することができる。また、異なる内部摩擦角を有する２種以上のＮ－中鎖アシル
塩基性アミノ酸粉体を適宜混合して、好ましい内部摩擦角を有する粉体を得ることもでき
る。
【００２３】
　成分（Ａ）（即ち、Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体）の内部摩擦角は、ナノシーズ
社製粉体層せん断力測定装置を用いた定圧せん断測定より求められ、粉体層の流動性を示
す物性値として、主に製造や輸送の設備設計に利用される。測定は、例えば、製剤機械技
術学会誌　第６８号（Ｖｏｌ．１９　Ｎｏ．１）、２０１０年、６２－６７に記載された
粉体層せん断力測定装置ＮＳ－Ｓシリーズ（例えば、ＮＳ－Ｓ５００型）を用いた製剤用
微粉体の特性評価に基づき行うことができ、この文献の内容は、本明細書の記載に含まれ
るものとする。具体的には、Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体２．５ｇをせん断セル内
に充填し、粉体層上面を平坦にした後、押し込み目標荷重を押し込み制御の条件として、
せん断試験を行う。目標荷重（２５、５０、７５、１００、１２５Ｎの５段階）に達した
時、押し込みを停止し、横摺りを開始し、せん断面にて連続のせん断力を記録する。粉体
層の最大せん断応力を縦軸に、最大せん断応力を得た時の粉体層の底面垂直応力を横軸に
プロットして、直線回帰式を算出し、その角度を内部摩擦角として求める。
【００２４】
　本発明の成分（Ａ）（即ち、Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体）の平均粒径は、好ま
しくは１～１０００μｍであり、より好ましくは５～２００μｍである。この平均粒径は
、レーザ回折／散乱式粒度分布測定装置でＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体の粒度分布
を測定することによって求められる。
【００２５】
　本発明の化粧料組成物における成分（Ａ）の含有量は、共存する成分によって異なるが
、化粧料組成物全体の０．１～９５重量％であることが好ましい。該含有量の下限は、０
．５重量％がより好ましく、１．０重量％がより一層好ましく、２重量％が更に好ましく
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、５重量％が更に一層好ましい。一方、組成物の感触の観点から、該含有量の上限は、８
５重量％がより好ましく、６５重量％がより一層好ましく、５５重量％が更に好ましく、
４５重量％が更に一層好ましく、３５重量％が特に好ましい。
【００２６】
　本発明の化粧料組成物は、炭素原子数１１以上のアシル基を有するＮ－長鎖アシル塩基
性アミノ酸を実質的に含まないことが好ましい。該Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸は、成
分（Ａ）（即ち、Ｎ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体）を成分（Ｂ）および（Ｃ）と組み
合わせることによる本発明の効果である、化粧料のすべり、滑らかさおよびのび、化粧料
塗布後の肌の透明感およびツヤ感を損ねてしまう傾向がある。ここで、該Ｎ－長鎖アシル
塩基性アミノ酸を実質的に含まないとは、本発明の化粧料組成物における成分（Ａ）およ
び該Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸の合計中、該Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸の量が１
０モル％未満であることをいう。該Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸の量は、成分（Ａ）お
よび該Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸の合計中、５モル％未満であることがより好ましく
、１モル％未満であることがより一層好ましく、０．１モル％未満であることが更に好ま
しい。
【００２７】
［（Ｂ）無機粉体］
　本発明の化粧料組成物に使用する無機粉体としては、例えば、黄酸化鉄、赤色酸化鉄、
黒酸化鉄、微粒子酸化鉄、オキシ塩化ビスマス、酸化ジルコニウム、酸化マグネシウム、
酸化クロム、酸化コバルト、カーボンブラック、群青、紺青、酸化亜鉛、微粒子酸化亜鉛
、酸化チタン、微粒子酸化チタン、シリカ、多孔性シリカ、アルミナ、酸化セリウム、窒
化ホウ素、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、硫酸マグネシウム、炭酸カルシウム、炭酸マ
グネシウム、珪酸アルミニウム、珪酸マグネシウム、炭化珪素、色素、レーキ、セリサイ
ト、マイカ、タルク、カオリン、クレー、ベントナイト、板状硫酸バリウム、バタフライ
状硫酸バリウム、ハイドロキシアパタイト等が挙げられる。これらは１種のみを使用して
もよく、２種以上を併用してもよい。無機粉体は、さらに、上述のものの複合体（例えば
、シリカ被覆酸化チタン、マイカ被覆酸化チタン、チタン被膜マイカ）であってもよく、
上述のものにシリコーン処理、フッ素化合物処理、シランカップリング剤処理、シラン処
理、有機チタネート処理、脂肪酸処理（例えば、ステアロイルグルタミン酸処理）、金属
石鹸処理（例えば、ステアリン酸アルミニウム処理）、油剤処理、アミノ酸処理等の表面
処理を施したもの（例えば、シリコーン処理タルク、シリコーン処理マイカ、シリコーン
処理セリサイト、シリコーン処理酸化チタン、シリコーン処理赤色酸化鉄、シリコーン処
理黄酸化鉄、シリコーン処理黒酸化鉄、ステアロイルグルタミン酸処理酸化チタン、ステ
アロイルグルタミン酸処理黄酸化鉄、ステアロイルグルタミン酸処理赤色酸化鉄、ステア
ロイルグルタミン酸処理黒酸化鉄、ステアリン酸アルミニウム処理酸化チタン等）でもよ
い。
【００２８】
　成分（Ｂ）としてタルクを含有した本発明の化粧料組成物では、本発明の効果がより顕
著に表れるため、成分（Ｂ）としてタルクを用いることが好ましい。
【００２９】
　本発明の化粧料組成物における成分（Ｂ）の含有量は、共存する成分によって異なるが
、化粧料組成物全体の４～９９．５重量％であることが好ましい。該含有量の下限は、５
重量％がより好ましく、１０重量％がより一層好ましく、２０重量％が更に好ましく、３
０重量％が更に一層好ましい。一方、組成物の感触の観点から、該含有量の上限は、９５
重量％がより好ましく、９３重量％がより一層好ましく、９０重量％が更に好ましい。
【００３０】
［（Ｃ）油剤］
　本発明の化粧料組成物に使用する油剤としては、化粧料に通常用いられるものであれば
特に制限されず、例えば、ワセリン、ラノリン、セレシン、マイクロクリスタリンワック
ス、カルナバロウ、キャンデリラロウ、シアバター等の固形・半固形油分；ステアリン酸
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、イソステアリン酸等の高級脂肪酸；セタノール、ステアリルアルコール、ベヘニルアル
コール、オクチルドデカノール、オレイルアルコール等の高級アルコール；スクワラン、
流動パラフィン、水添ポリイソブテン、イソドデカン等の炭化水素油；ホホバ種子油、イ
ソノナン酸イソノニル、ネオペンタン酸イソステアリル、２－エチルヘキサン酸セチル、
パルミチン酸エチルヘキシル、安息香酸アルキル、テトライソステアリン酸ポリグリセリ
ル－２、ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル）、ラウロイルサ
ルコシンイソプロピル、ラウロイルグルタミン酸（フィトステリル／オクチルドデシル／
ベヘニル）、メトキシケイヒ酸エチルヘキシル、ミリストイルメチルベータ－アラニン（
フィトステリル／デシルテトラデシル）、カプリン酸グリセリル等の天然または合成のエ
ステル油；ジグリセリド；コーン油、オリーブオイル、ヒマワリ油、トリ（カプリル／カ
プリン酸）グリセリル、トリエチルヘキサノイン等の天然または合成のトリグリセリド；
ダイマージリノール酸（フィトステリル／イソステアリル／セチル／ステアリル／ベヘニ
ル）、リンゴ酸ジイソステアリル、水添ポリデセン、トリイソステアリン酸ポリグリセリ
ル－２、ジイソステアリン酸ポリグリセリル－２、テトライソステアリン酸ペンタエリス
リチル等の高粘性油；ジメチコン、メチコン、シクロペンタシロキサン、シクロヘキサシ
ロキサン、フェニルトリメチコン、ＰＥＧ－１０　ジメチコン等のシリコーン油；パーフ
ルオロポリエーテル、パーフルオロデカリン、パーフルオロオクタン等のフッ素系油剤；
ミネラルオイル；等が挙げられる。これらは１種のみを使用してもよく、２種以上を併用
してもよい。
【００３１】
　本発明の化粧料組成物における成分（Ｃ）の含有量は、共存する成分によって異なるが
、化粧料組成物全体の０．０１～９５重量％が好ましい。該含有量の下限は、０．０５重
量％がより好ましく、０．１重量％がより一層好ましく、０．５重量％が更に好ましく、
１．０重量％が更に一層好ましい。該含有量の上限は９３重量％がより好ましく、９０重
量％がより一層好ましく、８５重量％が更に好ましく、７０重量％が更に一層好ましく、
５０重量％が特に好ましい。
【００３２】
　本発明の化粧料組成物は、０．１～９５重量％の成分（Ａ）、４～９９．５重量％の成
分（Ｂ）および０．０１～９５重量％の成分（Ｃ）を含有することが好ましく；０．５～
８５重量％の成分（Ａ）、５～９５重量％の成分（Ｂ）および０．０５～９３重量％の成
分（Ｃ）を含有することがより好ましく；１．０～６５重量％の成分（Ａ）、１０～９３
重量％の成分（Ｂ）および０．１～９０重量％の成分（Ｃ）を含有することがより一層好
ましく；２～５５重量％の成分（Ａ）、２０～９０重量％の成分（Ｂ）および０．５～８
５重量％の成分（Ｃ）を含有することが更に好ましく；５～４５重量％の成分（Ａ）、３
０～９０重量％の成分（Ｂ）および１．０～７０重量％の成分（Ｃ）を含有することが更
に一層好ましく；５～３５重量％の成分（Ａ）、３０～９０重量％の成分（Ｂ）および１
．０～５０重量％の成分（Ｃ）を含有することが特に好ましい。なお、前記含有量は、化
粧料組成物全体に対する値である。
【００３３】
　本発明の化粧料組成物における成分（Ａ）と成分（Ｂ）の配合割合（成分（Ａ）の重量
：成分（Ｂ）の重量）は、１：９９～６０：４０が好ましく、１．５：９８．５～４０：
６０がより好ましく、２：９８～３５：６５がより一層好ましく、５：９５～３２：６８
が更に好ましい。
【００３４】
　本発明の化粧料組成物における成分（Ａ）と成分（Ｃ）の配合割合（成分（Ａ）の重量
：成分（Ｃ）の重量）は、０．５：９９．５～９０：１０が好ましく、１：９９～８５：
１５がより好ましく、１０：９０～８０：２０がより一層好ましく、１５：８５～７５：
２５が更に好ましく、３０：７０～７２：２８が更に一層好ましい。
【００３５】
　本発明の化粧料組成物は、肌や唇の色のコントロールおよび／または着色、および／ま
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たは紫外線遮蔽を目的とする種々の用途に用いることができる。本発明の化粧料組成物は
、固形化粧料でもよく、液状化粧料でもよいが、好ましくは固形化粧料である。固形化粧
料としては、例えば、ルースパウダー型の化粧料；容器に充填後に、圧縮成型するか、ま
たは溶剤を除去することによって形成される固形粉末化粧料；練り状物を容器に流し込む
ことによって形成される練り状化粧料；スティック型の化粧料；等が挙げられる。液状化
粧料としては、例えば、液状成分（水等）を含有する乳化型の化粧料等が挙げられる。本
発明の化粧料組成物の用途としてはファンデーション、スティックファンデーション、お
しろい、口紅、ほお紅、アイカラー、アイブロウ、化粧下地、日中用美容液、サンスクリ
ーン、コンシーラー、ブロンザー、リップカラー、ＢＢクリーム等が挙げられる。本発明
の化粧料組成物の特徴が特に生かされるのは無機粉体を比較的大量に配合する用途であり
、そのような用途に用いる化粧料としては、例えば、固形粉末ファンデーション等の固形
粉末化粧料、ルースパウダーファンデーションやおしろい等の粉末化粧料、各種サンスク
リーン、コンシーラー、化粧下地等が挙げられる。
【００３６】
　本発明の化粧料組成物には、上記成分（Ａ）～（Ｃ）に加え、通常、化粧料（医薬外用
剤、医薬部外品を含む）に使用し得るその他の成分を、本発明の効果を阻害しない範囲で
配合しても良い。その他の成分としては、例えば、水、界面活性剤、アミノ酸、アミノ酸
誘導体、低級アルコール（例えば、エタノール）、多価アルコール（例えば、グリセリン
、ブチレングリコール）、糖アルコールおよびそのアルキレンオキシド付加物、水溶性高
分子（例えば、ヒドロキシエチルセルロース）、被膜形成性高分子、樹脂粉体（例えば、
ナイロンパウダー、（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマーパウダー）、粘土
鉱物（例えば、クオタニウム－１８ヘクトライト、クオタニウム－１８ベントナイト）、
ゲル化剤（例えば、ジブチルラウロイルグルタミド、ジブチルエチルヘキサノイルグルタ
ミド）、保湿剤（例えば、ピロリドンカルボン酸ナトリウム）、殺菌剤および抗菌剤、抗
炎症剤、鎮痛剤、抗真菌剤、角質軟化剥離剤、皮膚着色剤、ホルモン剤、紫外線吸収剤、
育毛剤、発汗防止剤および収斂活性成分（例えば、ピロリドンカルボン酸亜鉛塩）、汗防
臭剤、ビタミン剤、血流促進剤（血管拡張剤、血行促進剤）、生薬、植物抽出物、ｐＨ調
整剤、キレート剤（例えば、ＥＤＴＡ－２Ｎａ）、粘度調整剤、パール化剤、天然香料、
合成香料、色素および顔料（例えば、赤２０２号、青１号）、酸化防止剤（例えば、トコ
フェロール、酢酸トコフェロール、ペンタガロイルグルコシド）、防腐剤（例えば、メチ
ルパラベン、ブチルパラベン、プロピルパラベン、フェノキシエタノール）、乳化剤、増
粘剤、脂肪およびワックス、シリコーン化合物、香油等が挙げられる。
【００３７】
　本発明の化粧料組成物は、成分（Ａ）～（Ｂ）および必要に応じてその他の成分を、公
知の方法で混合することによって製造することができる。例えば、粉体である成分（Ａ）
および（Ｂ）に、成分（Ｃ）および必要に応じてその他の成分を加えた後、それらをヘン
シェルミキサー等を用いて混合し、得られた混合物を篩いがけすることによって、本発明
の化粧料組成物を製造することができる。また、公知の方法によって成分（Ｂ）の一部ま
たは全量を、成分（Ａ）の一部または全量で被覆してから、成分（Ａ）で被覆された成分
（Ｂ）と、残りの成分（Ａ）（被覆に成分（Ａ）の一部を使用した場合）、残りの成分（
Ｂ）（成分（Ｂ）の一部を被覆した場合）および成分（Ｃ）並びに必要に応じてその他の
成分とを混合することによって、本発明の化粧料組成物を製造することができる。成分（
Ａ）で成分（Ｂ）を被覆する方法としては、衝撃混合装置、せん断混合装置等を利用する
乾式処理法、成分（Ａ）の強アルカリ溶解液を成分（Ｂ）のスラリーに滴下した後、酸で
中和し、ろ過、乾燥させるといった湿式処理法が挙げられる。成分（Ａ）で成分（Ｂ）を
被覆する場合、被覆に使用する成分（Ａ）の量は、被覆される成分（Ｂ）１００重量部に
対して、２０重量部以下であることが望ましい。
【実施例】
【００３８】
　次に、実施例により本発明を更に詳細に説明するが、本発明は以下の実施例に限定され
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るものではない。
【００３９】
〔製造例１〕内部摩擦角１２．９度のＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体
　ｎ－オクタン酸（東京化成工業（株）製）９３．０ｇ、リジン（東京化成工業（株）製
）８４．５ｇをキシレン（関東化学（株）製）４３９．２ｇに２５℃で懸濁させ、得られ
た懸濁液を、８０℃に昇温し、８０℃で１時間撹拌させることにより、ｎ－オクタン酸リ
ジン塩を形成させた。さらに懸濁液を昇温し、窒素雰囲気下で加熱沸騰させながら反応に
よって生成した水を系外に除去し、３時間攪拌を続けた。冷却後、晶析した結晶を濾別し
、５１６．０ｇの５０重量％エタノール水溶液を用いて得られた結晶を洗浄し、乾燥し、
Ｎε－モノオクタノイル－Ｌ－リジンの白色粉体１３９．５ｇ（収率８９．０％）を、製
造例１の粉体として得た。
【００４０】
　製造例１の粉体の1Ｈ－ＮＭＲ測定結果（４００ＭＨｚ，ＣＤ3ＣＯＯＤ）：４．０９（
ｔ，Ｊ＝１１Ｈｚ，１Ｈ，ＣＨＣＯＯＨ），３．２８（ｔ，Ｊ＝１３Ｈｚ，２Ｈ，ＣＨ2

ＮＨＣＯ），２．２９（ｔ，Ｊ＝１６Ｈｚ，２Ｈ，ＣＨ2ＣＯＮＨ），２．０４－１．９
１（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2ＣＨＮＨ2），１．６５－１．４６（ｍ，６Ｈ，ＣＨ2ＣＨ2ＣＨＮＨ

2，ＣＨ2ＣＨ2ＮＨＣＯ，ＣＨ2ＣＨ2ＣＯＮＨ），１．３６－１．２４（ｍ，８Ｈ，ＣＨ2

），０．９１（ｔ，Ｊ＝１４Ｈｚ，３Ｈ，ＣＨ3）
【００４１】
　ナノシーズ社製粉体層せん断力測定装置ＮＳ－Ｓ５００型を用いて、製造例１の粉体の
定圧せん断測定を行い、２．５ｇの粉体層の最大せん断応力を縦軸に、最大せん断応力を
得た時の粉体層の底面垂直応力を横軸にプロットして、直線回帰式を算出して、その内部
摩擦角を求めた。その結果、製造例１の粉体の内部摩擦角は１２．９度であった。
【００４２】
　堀場製作所製レーザ回折／散乱式粒度分布測定装置ＬＡ－９２０を用いて製造例１の粉
体の粒度分布を測定し、その平均粒径を求めた。その結果、製造例１の粉体の平均粒径は
３５μｍであった。
【００４３】
〔製造例２〕内部摩擦角１５．７度のＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体
　ｎ－オクタン酸９３．０ｇの代わりにｎ－デカン酸（東京化成工業（株）製）１１１．
１ｇを用いたこと以外は製造例１と同様に合成し、Ｎε－モノデカノイル－Ｌ－リジンの
白色粉体１６０．７ｇ（収率８５．０％）を製造例２の粉体として得た。
【００４４】
　製造例２の粉体の1Ｈ－ＮＭＲ測定結果（４００ＭＨｚ，ＣＤ3ＣＯＯＤ）：４．１１（
ｔ，Ｊ＝１１Ｈｚ，１Ｈ，ＣＨＣＯＯＨ），３．２８（ｔ，Ｊ＝１３Ｈｚ，２Ｈ，ＣＨ２
ＮＨＣＯ），２．２７（ｔ，Ｊ＝１６Ｈｚ，２Ｈ，ＣＨ2ＣＯＮＨ），２．０６－１．９
３（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2ＣＨＮＨ2），１．６８－１．４９（ｍ，６Ｈ，ＣＨ2ＣＨ2ＣＨＮＨ

2，ＣＨ2ＣＨ2ＮＨＣＯ，ＣＨ2ＣＨ2ＣＯＮＨ），１．３７－１．２９（ｍ，１２Ｈ，Ｃ
Ｈ2），０．９０（ｔ，Ｊ＝１３Ｈｚ，３Ｈ，ＣＨ3）
【００４５】
　製造例１と同様にして求めた製造例２の粉体の内部摩擦角は１５．７度であった。また
、製造例１と同様にして求めた製造例２の粉体の平均粒径は１４．８μｍであった。
【００４６】
〔製造例３〕内部摩擦角１１．５度のＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体
　ｎ－オクタン酸９３．０ｇの代わりにｎ－ヘキサン酸（東京化成工業（株）製）７４．
９ｇを用いたこと以外は製造例１と同様に合成し、Ｎε－モノヘキサノイル－Ｌ－リジン
の白色粉体８０．８ｇ（収率６４．９％）を製造例３の粉体として得た。
【００４７】
　製造例３の粉体の1Ｈ－ＮＭＲ測定結果（４００ＭＨｚ，ＣＤ3ＣＯＯＤ）：４．０９（
ｔ，Ｊ＝１１Ｈｚ，１Ｈ，ＣＨＣＯＯＨ），３．２８（ｔ，Ｊ＝１３Ｈｚ，２Ｈ，ＣＨ2
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ＮＨＣＯ），２．２８（ｔ，Ｊ＝１４Ｈｚ，２Ｈ，ＣＨ2ＣＯＮＨ），２．０４－１．９
３（ｍ，２Ｈ，ＣＨ2ＣＨＮＨ2），１．６８－１．４８（ｍ，６Ｈ，ＣＨ2ＣＨ2ＣＨＮＨ

2，ＣＨ2ＣＨ2ＮＨＣＯ，ＣＨ2ＣＨ2ＣＯＮＨ），１．３８－１．２７（ｍ，４Ｈ，ＣＨ2

），０．９２（ｔ，Ｊ＝１３Ｈｚ，３Ｈ，ＣＨ3）
【００４８】
　製造例１と同様にして求めた製造例３の粉体の内部摩擦角は１１．５度であった。また
、製造例１と同様にして求めた製造例３の粉体の平均粒径は５５μｍであった。
【００４９】
〔製造例４〕内部摩擦角１２．１度のＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体
　製造例１の粉体４ｇと製造例２の粉体８ｇと製造例３の粉体４ｇをラボ用粉砕機（商品
名ミルサーＬＦＭ－８００ＤＧ、イワタニ製）の小容器に入れて５分間混合し、製造例４
の粉体として白色粉体を得た。
【００５０】
　製造例１と同様にして求めた製造例４の粉体の内部摩擦角は１２．１度であった。また
、製造例１と同様にして求めた製造例４の粉体の平均粒径は３０μｍであった。
【００５１】
〔比較例１〕内部摩擦角１７．７度のＮ－長鎖アシル塩基性アミノ酸粉体
　比較例１の粉体として、味の素（株）社製「アミホープＬＬ」（Ｎε－モノドデカノイ
ル－Ｌ－リジン）を用いた。製造例１と同様にして求めた比較例１の粉体の内部摩擦角は
１７．７度であった。また、製造例１と同様にして求めた比較例１の粉体の平均粒径は２
３．５μｍであった。
【００５２】
〔実施例１～８〕〔比較例２～４〕固形粉末化粧料組成物
　表１－１～表１－４に示す組成（単位：重量％）の固形粉末ファンデーション（固形粉
末化粧料組成物）を製造し、その粉取れ、すべり、透明感、ツヤ感、滑らかさ、のび、密
着性、ツノ光、耐衝撃性、塗布時の柔らかさおよび塗布後のしっとり感を評価した。結果
を表１－１～表１－５に示す。
【００５３】
〔固形粉末ファンデーションの製造〕
　製造例１～４のＮ－中鎖アシル塩基性アミノ酸粉体または比較例１のＮ－長鎖アシル塩
基性アミノ酸粉体および無機粉体に油剤を加えて、ヘンシェルミキサーを用いて混合し、
得られた混合物を２５０μｍメッシュの篩いに通した。この混合物約１２ｇを、アルミ製
中皿に充填し、０．４ＭＰａでプレス成型して、固形粉末ファンデーションを得た。
【００５４】
＜粉取れの評価＞
　市販のファンデーション用スポンジで固形粉末ファンデーション表面を１回こすり、ス
ポンジに取れたファンデーションの量を目視で判定し、以下の基準で粉取れを評価した。
　◎　１回でたくさんのファンデーションが取れる
　○　１回で充分な量のファンデーションが取れる
　△　１回で取れる量がやや少ない
　×　１回で取れる量が極めて少ない
【００５５】
＜すべり、透明感、ツヤ感の評価＞
　黒色の出光テクノファイン製人工皮革（商品名サプラーレ）を顕微鏡用スライドグラス
に貼付したものを、実施例および比較例ごとに４枚ずつ用意した。市販のファンデーショ
ン用スポンジで固形粉末ファンデーションを、前記人工皮革の長軸方向に１回塗り広げた
ときのすべり感と、得られた塗布膜の透明感およびツヤ感を、以下の基準で評価した。
　◎　非常に良い
　○　良い
　△　やや悪い
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　×　悪い
【００５６】
＜滑らかさの評価＞
　上記のすべり、透明感、ツヤ感の評価試験で得られた塗布膜を目視およびファイバーマ
イクロスコープ（２００倍）で観察し、塗布膜のムラおよび粉の凝集の様子を判定し、以
下の基準で滑らかさを評価した。
　◎　目視およびファイバーマイクロスコープ観察のいずれでも塗りムラがほとんどなく
、均一な塗布膜が得られる
　○　目視では塗りムラが少ないが、ファイバーマイクロスコープ観察では粉の凝集して
いる部分がある
　△　目視でやや塗りムラが目立ち、ファイバーマイクロスコープ観察では粉の凝集が多
い
　×　目視で顕著な凝集、塗りムラが生じる
【００５７】
＜のびの評価＞
　上記のすべり、透明感、ツヤ感の評価試験で得られた塗布膜をファイバーマイクロスコ
ープ（２００倍）で撮影した画像より、輝度レベル１００以上の明るい部分の面積の撮影
総面積に対する割合（＝１００×輝度レベル１００以上の明るい部分の面積／撮影総面積
）を算出した。これを４回繰り返し、得られた４個の割合の平均値を固形粉末ファンデー
ションによる被覆率として求めた。得られた被覆率から、のびを以下の基準で評価した。
　◎　被覆率９５％以上
　○　被覆率８５％以上９５％未満
　△　被覆率７５％以上８５％未満
　×　被覆率７５％未満
【００５８】
＜密着性の評価＞
　上記のすべり、透明感、ツヤ感の評価試験で得られた塗布膜上に粘着テープ（ニチバン
製セロテープ）をのせ、指の腹で軽く押さえて貼りつけた後、粘着テープを剥離した。剥
離後の人工皮革上の塗布膜を再度ファイバーマイクロスコープ（２００倍）で撮影した画
像より、のびの評価試験と同様にして剥離後被覆率を求めた。のびの評価試験で得られた
被覆率と、本試験で得られた剥離後被覆率とから残留率（＝１００×剥離後被覆率／被覆
率）を求め、密着性を以下の基準で評価した。
　◎　残留率９５％以上
　○　残留率８５％以上９５％未満
　△　残留率７５％以上８５％未満
　×　残留率７５％未満
【００５９】
＜ツノ光の評価＞
　市販のファンデーション用スポンジで固形粉末ファンデーション表面の同じ箇所を強く
こすり、表面にテカリが生じるまでの回数を確認し、以下の基準でツノ光を評価した。
　◎　往復２０回こすってもテカリが生じない
　○　往復１１～２０回でテカリが生じる
　△　往復６～１０回でテカリが生じる
　×　往復５回以下でテカリが生じる
【００６０】
＜耐衝撃性＞
　固形粉末ファンデーションを、５０ｃｍの高さからビニルクロス張りの床にくり返し落
下させ、かけや割れなどの異常が生じるまでの回数を測定し、以下の基準で耐衝撃性を評
価した。
　◎　２０回落下で異常なし
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　○　１１～２０回で異常発生
　△　６～１０回で異常発生
　×　５回以下で異常発生
【００６１】
＜塗布時の柔らかさ、塗布後のしっとり感の評価＞
　市販のファンデーション用スポンジで固形粉末ファンデーションを下腕内側に塗布した
ときの使用感を５名のパネラーにより以下の基準で採点し、その平均点を求め、以下の基
準で塗布時の柔らかさおよび塗布後のしっとり感を評価した。
（塗布時の柔らかさの採点基準）
　４　塗布時の柔らかさが非常に強い
　３　塗布時の柔らかさが強い
　２　塗布時の柔らかさがふつう
　１　塗布時の柔らかさがあまりない
　０　塗布時の柔らかさが全くない
（塗布後のしっとり感の採点基準）
　４　塗布後のしっとり感が非常に強い
　３　塗布後のしっとり感が強い
　２　塗布後のしっとり感がふつう
　１　塗布後のしっとり感があまりない
　０　塗布後のしっとり感が全くない
（評価基準）
　◎　平均点が３．０以上
　○　平均点が２．０以上３．０未満
　△　平均点が１．０以上２．０未満
　×　平均点が１．０未満
【００６２】
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【表１－１】

【００６３】



(14) JP 6233405 B2 2017.11.22

10

20

30

【表１－２】

【００６４】
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【表１－３】

【００６５】
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【表１－４】

【００６６】
【表１－５】

【００６７】
　実施例１～８の固形粉末ファンデーションは、粉取れ、すべり、透明感、ツヤ感、滑ら
かさ、のび、密着性、ツノ光、および耐衝撃性のすべてにおいて良好であった。また、実
施例１～５の固形粉末ファンデーションは、塗布時の柔らかさおよび塗布後のしっとり感
も良好であった。これらの中で実施例２～８の固形粉末ファンデーションがより好ましく
、実施例２～４および８の固形粉末ファンデーションが更に好ましく、実施例２の固形粉
末ファンデーションが特に好ましかった。
【００６８】
　一方、比較例２の固形粉末ファンデーションは、すべり、透明感、塗布時の柔らかさ、
および塗布後のしっとり感において不良であり、ツヤ感、密着性および耐衝撃性において
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満足のいくものではなかった。比較例３の固形粉末ファンデーションは、ツヤ感において
不良であり、すべり、滑らかさ、のびおよびツノ光において満足のいくものではなかった
。比較例４の固形粉末ファンデーションは、ツヤ感、滑らかさ、のび、およびツノ光にお
いて不良であり、粉取れおよび塗布時の柔らかさにおいて満足のいくものではなかった。
【００６９】
　表２～７に別の態様の本発明の化粧料を示す。なお、表２～７に示す数値の単位は重量
％である。
【００７０】
【表２】

【００７１】
【表３】

【００７２】
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【００７３】

【表５】

【００７４】
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【表６】

【００７５】
【表７】

【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明の化粧料組成物は、肌や唇の色のコントロールおよび／または着色、および／ま
たは紫外線遮蔽を目的とする種々の用途に用いることができる。
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